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	三中だより
	2026年10月23日
	10月号
	調布市立第三中学校

	「消えていく音に今を託す」
	」
	校長　児山　友美
	　 １０月２１日（水）調布市グリーンホールで合唱コンクールが行われました。実行委員を中心として１学期から準備をしてきた行事です。これまで、それぞれの学級で様々な課題を乗り越え、工夫しながらつくりあげてきたことと思います。当日は、その成果を発揮し、心が伝わる合唱を聴かせてくれました。
	　開会式で、私は、歌った瞬間から消えていく「音」を大切にしてほしい、「今」を大切にして欲しいという話をしました。「音」は、出した瞬間に生まれて、空間に広がって、そして消えていきます。また、同じ曲を今日歌っても、昨日歌ったときと全く同じ歌にはなりません。今、この場所で、このメンバーで、この時間に歌うからこそ生まれる音があります。そして、その音は消えていきます。でも、消えるからこそ、大切なのだと思います。では、消えたら何も残らないのでしょうか。私は、そうではないと思います。音そのものは消えても、聴いた人の心には残ります。そして何より、歌った人自身の心にも残ります。
	　今まで練習してきた学校とは響きが違うホールで初めて歌い、緊張しながらも元気でさわやかな合唱を聴かせてくれた１年生。とてもよい表情で、音楽を感じながら一人一人が精一杯の力を出して歌い、「一生懸命はかっこいい」という姿を見せてくれた８組。曲の特徴や歌詞の意味について研究し、表現に生かし、昨年の合唱コンクールから一回りも二回りも成長した厚みのあるハーモニーを聴かせてくれた２年生。そして、３年生の合唱は、これまで学んできた成果を発揮するだけでなく、一人一人の思いが一つにまとまったとき、何十倍、何百倍にもなるパワーを感じました。１、２年生たちから、「ああいう３年生になりたい！」と目標とされる合唱を聴かせてくれました。最後に舞台上で歌った学年合唱は、その集大成となる「圧巻」の演奏でした。その後、心を動かされたみんなで歌った校歌は、これまで歌った中で最高の校歌だったのではないかと思います。「これが三中の力」ということを味わうことのできた時間となりました。
	　相手を思いやり、仲間を信じ、自分の声を重ねる。そのとき、「音」ではなく、人の心に届く「音楽」になります。これまで積み重ねてきた努力を、今という思いを、そして、自分たちにしか生み出せないものを、合唱で表現した合唱コンクールになったと思います。感動をありがとう！！

	８組　宿泊学習
	教育目標　
	自他を思いやる、心豊かな人（重点目標）
	自ら学び考え、向上しようとする人
	心身を鍛え、たくましく生きる人
	chofu3@chofu-schools.jp



	2年生によるセーフティ教室
	　10月1日（木）にセーフティ教室を開催しました。今年度は講師として、インターネットセキュリティ教育の専門家や警察関係者をお招きし、SNS利用における注意点やマナー、トラブルを未然に防ぐための知識について実際にあった事例とともに一人一人が正しい判断力を身に付けることはとても大切であるといった内容をわかりやすく講演していただきました。生徒達にとって身近な事例を通して、SNSとの向き合い方を自ら考えて行動する姿勢を深める貴重な機会となりました。

	3年生による修学旅行
	学校運営協議会のご報告
	　9月24日（木）、10月17日（土）第三回、第四回学校運営協議会を開催しました。コミュニティ・スクールの一つの指標である「学校・家庭・地域がパートナーとして協働し、子どもたちの成長を支える仕組み」の構築に向けて定期的に協議を重ねています。9月24日は協議委員の方々に授業を、10月17日は学校公開日の様子をご覧いただき様々なご意見を頂戴しました。また、21日の合唱コンクールを観覧していただく等、今後とも「地域とともにある学校作り」を実現するため、各方面との連携を深めてまいります。
	　10月21日（水）の合唱コンクールには多数の保護者の皆さまにご観覧いただき誠にありがとうございました。各学年の結果や当日の様子につきましては次号学校だよりにて改めて報告いたします。また、グリーンホール保護者席にお忘れ物、落とし物が数点見受けられました。学校にてお預かりしておりますのでお心あたりの方は職員室までお申し出ください。


